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おしらせ

令和７年度の合併処理浄化槽設置補助金の申請を受け付けています。
専用住宅及び小規模な店舗等の併用住宅（基準あり）に合併処理浄化槽の設置を予定されている方で、紀美

野町浄化槽設置指導要綱に準じて施工を行った方が対象です。また、令和８年２月28日までに設置工事を完了
し、令和８年３月15日までに必ず補助金の交付に必要な書類が提出できる方に補助金を交付します。

※既存単独処理浄化槽の撤去を伴う工事の場合は、撤去費用も補助の対象になります。
　ただし、既存単独処理浄化槽を埋め戻した場合、また、撤去した浄化槽を最終処分場におい

て処分しなかった場合は、補助の対象となりません。
※この事業は国の補助金を受けて行う事業です。補助金交付決定前に着工した浄化槽工事につ

いては補助の対象となりません。

５人槽 332,000円
６人～７人槽 414,000円
８人～ 50人槽 548,000円
撤去費限度額 120,000円

令和７年度
合併処理浄化槽設置補助金について

問　住民課
　　℡ ４８９‐５９０３

■申請場所　　住民課

■補助金額

■申請期間　　10月31日（金）※補助金の申請は先着順とし、予定基数に達し次第、終了いたします。

紀美野町HP

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 入隊時期 試験会場

自衛官
候補生

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月の
末日現在、33歳に達していな
い者）

６月16日
まで

Web試験
６月26日～ 29日
身体検査
７月４日
口述
７月５日

令和７年10月
以降、又は令
和８年３月下
旬以降選択

和歌山地方
協力本部

（和歌山市）

自衛隊
幹部候補生
（一般）

大卒程度：22歳以上26歳未満
　　　　　の者
院 卒 者：20歳以上28歳未満
　　　　　の者

６月６日
まで ６月14日

令和８年３月
下旬から４月
上旬

和歌山地方
協力本部

（和歌山市）

■詳細は有田募集案内所へお問い合わせください。

『防衛省・自衛隊からのお知らせ』
各種目自衛官の募集について

自衛隊HP

問　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部
　　有田募集案内所
　　℡ ０７３７ ‐８２‐６６３１

①　スマホやタブレットで二次元コードを読み込みアプリ
　　「マチイロ」（iOS、アンドロイド対応）をインストール

②　「お住まいの地域」で「和歌山県紀美野町」を登録
スマートフォン iPhone

無 料 ア プ リ で 『 広 報 き み の 』 が 読 め ま す ！
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ご存知ですか？
あなたの地域の民生委員・児童委員

５月12日　「民生委員・児童委員の日」　　５月12日～ 18日　「活動強化週間」
町内には厚生労働大臣から委嘱された51人の民生委員・児童委員（うち３人は主任児童委員）がおり、「誰もが『笑顔』で『安

全』に、そして『安心』して生活することができる地域づくり」のために活動しています。
自らも地域住民の一員として、担当地区において、安否確認や見守り、声かけなどを行っています。
また、様々な相談にも応じ、必要な支援が受けられるよう地域の専門機関と連携して活動しています。

～お気軽にご相談ください！～
民生委員・児童委員は、日々の暮らしの中で困ったり悩んだりしたことを相談できる相手のひとりです。地域住民の一員

として、皆さんの立場に立って心配ごとや困ったことを解決するお手伝いをします。
■経済的な悩みを抱えたとき　　　　　　　　■心身に障害のある方の福祉に関すること
■高齢者の福祉に関すること　　　　　　　　■児童の福祉や子育て支援に関すること
その他、生活上の悩みや心配ごとなど、お近くの民生委員・児童委員に気軽に声をかけてください。
相談の秘密は必ず守られますのでご安心ください。

民生委員・児童委員名簿（敬称略）　任期：令和７年11月30日まで
地 　 区 氏 　 名 電 話 番 号
福 　 井 𡧃惠　　育代 489-3190
梅 　 本 前陸路　好彦 489-2934
奥佐々・中田 西浦　　佳典 489-4039
坂 　 本 田尻　　昭人 489-5699
東 　 野 溝上　　孝和 489-2871
西 　 野 赤阪　　友里 489-2876
釜滝・国木原 伊南　　慈久 489-2830
松 　 瀬 山本　登志夫 494-5252
福 　 田 恩地　　弘子 495-2192
福田・永谷 谷口　　善規 495-3363
神野市場１・２ 井岡　三惠子 495-2036
神野市場３・４ 辻井　　　清 495-2568
野中・安井・南畑 芝﨑　　一惠 495-2787
箕六・樋下 丸山　　豊人 495-2015
上ケ井・三尾川 西山　　泰隆 495-2824
大角・津川 椎山　　秀樹 495-2842
明添・鎌滝 中部屋　清子 495-2865
赤木・高畑・桂瀬 東　　　榮子 090-3280-7651

地 　 区 氏 　 名 電 話 番 号
今西･松ケ峯･菅沢 大西　　順美 498-0237

田 中谷　のり子 498-0257
谷 東　　　洋子 498-0214

中　・滝ノ川 古梅　　恭好 498-0118
毛原下・小西 助野　　利治 499-0154
毛原中・毛原宮 梅本　由紀子 499-0271
毛原宮・毛原上 木元　　敦子 499-0126
毛原上・長谷宮 上東　　敏男 499-0048
井堰・蓑垣内 西脇　　康夫 497-0550
真国宮・蓑津呂 山本　　雅世 497-0006
花野原･初生谷･北野 岩本　惠美子 497-0207
円明寺・勝谷・四郷 藤井　　秀夫 497-0245

主任児童委員

町 内 全 域
南　　　智子 489-2963
田伏　　嘉子 489-4512
神谷　　紀子 497-0221

問　紀美野町民生委員・児童委員協議会
　（保健福祉課：℡ ４８９‐９９６０）

地 　 区 氏 　 名 電 話 番 号

下 佐 々

中谷　　泰和 489-2635
山口　　　純 489-3668
穗谷　　喜美 489-2496
井上　　　章 489-3994

下佐 （々海南鋼管） 菱田　　恭志 489-4776
下佐々（吉見） 志場　　和子 489-2702
動 木（ 平 ） 池上　由喜生 489-4741

動 　 木 今出　惠美子 489-2213
東　　　篤美 489-2020

動木（緑ヶ丘） 小松　　晴功 489-5309
小畑（希望ヶ丘） 栗谷　　佳秀 489-4718

小 　 畑
黒土　　芳子 489-2113
宮阪　　　学 489-2764
西田　　和宏 489-4076

柴 　 目 上田　　正弘 489-3351
長 　 谷 西浦　　充生 489-3071

吉 　 野 小田　　　茂 489-3678
中西　　献祐 489-2068

令和７年度　区長さん決まる
地区のまとめ役として、また町とのパイプ役としていろいろとお世話をしていただく令和７年度の区長さん

が決まりましたので、お知らせします。（敬称略）
地 　 区 氏 　 名
下 佐 々 若 林　　 豊
吉 　 見 井 澤　 秀 恭
海 南 鋼 管 阪 口　 英 三
動 　 木 平 松　 秦 清
緑 ヶ 丘 小 柳　 統 久

平 清 田　 憲 次
小 　 畑 栗 谷　 和 宗
希 望 ヶ 丘 安生地　幸 宏
柴 　 目 浴 　　 啓 造
長 　 谷 曲 里　 雅 人
か し こ 池 唐 﨑　　 章
吉 　 野 森 田　 敏 明
福 　 井 藤 井　 慶 介
中 　 田 中 野　　 充
梅 　 本 新 宅　 将 秀
奥 佐 々 中 畑　 秀 行
坂 　 本 新 宅　 康 成
松 　 瀬 野 際　 雅 也
釜 　 滝 長谷川　哲 生
西 　 野 中絵図　和 成
東 　 野 七 良 浴　　 光
国 木 原 山 本　　 貢

地 　 区 氏 　 名
福 　 田 徳 田　 拓 嗣
神 野 市 場 １ 尾 花　 延 弥
神 野 市 場 ２ 新 谷　 順 弘
神 野 市 場 ３ 中 谷　 順 哉
神 野 市 場 ４ 坂 口　 純 一
野 　 中 杉 琴　 嘉 宏
安 　 井 峠 　　 人 詞
南 　 畑 寺 中　　 清
箕 　 六 川 上　　 武
樋 　 下 南　　 知 輝
永 　 谷 中　　 正 明
上 ケ 井 今 岡　 歳 史
三 尾 川 西 山　 泰 隆
大 　 角 福 井　　 明
津 　 川 西 峰　 泰 浩
明 　 添 本 田　 泰 男
鎌 　 滝 町 田　 英 嘉
赤 　 木 上 道　 栄 造
高 　 畑 坎　　 須 美 江
桂 　 瀬 平垣内　重 尚
今 　 西 塚 田　 富 子
松 ケ 峯 新 野　 一 郎

地 　 区 氏 　 名
菅 　 沢 向 江　 秀 雄

田 西　　 け い
谷 中 尾　　 登
中 前 𡶡　 義 弘

滝 ノ 川 井 谷　 洋 子
毛 原 下 東 中　 啓 吉
小 　 西 村 木　 一 博
毛 原 中 馬 引　 章 裕
毛 原 宮 有 南　 尚 樹
毛 原 上 松 本　 忠 文
長 谷 宮 西　　 敏 明
井 　 堰 三 宅　 敏 和
蓑 垣 内 上 段　 順 弘
真 国 宮 西 浦　 福 夫
蓑 津 呂 谷 口　 博 信
花 野 原 重 谷　 圭 司
初 生 谷 岡 　　 博 誠
北 　 野 岩 本　 介 伸
円 明 寺 上 北　 訓 章
勝 　 谷 粉 川　 雅 道
四 　 郷 桐 山　 尚 己

問　総務課　℡ ４８９‐５９１２
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紀
美
野
中
学
校
は
、
野
上
中
学
校
と
美

里
中
学
校
が
果
た
し
て
き
た
大
き
な
役
割

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
い
歴
史
の
中
で
築
き

上
げ
て
き
た
豊
か
な
歴
史
と
伝
統
を
継

承
・
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

本
校
の
校
訓「
愛　
和　
真
」の
も
と
、

教
育
目
標
に
は
「
夢
や
希
望
を
持
ち
、
た

く
ま
し
く
未
来
を
切
り
拓
く
心
豊
か
な
生

徒
の
育
成
」
と
い
う
目
標
を
揚
げ
て
い
ま

す
。こ

の
目
標
の
達
成
に
向
け「
自
ら
学
び
、

考
え
、
表
現
し
、
責
任
を
も
っ
て
行
動
で

き
る
生
徒
」「
自
他
を
大
切
に
し
、
思
い

や
り
を
も
っ
て
協
同
す
る
生
徒
」「
心
身

共
に
た
く
ま
し
く
、
ね
ば
り
強
く
努
力
す

る
生
徒
」
の
育
成
を
柱
と
し
、
生
徒
の
成

長
を
支
え
ま
す
。

教
職
員
一
同
、
生
徒
と
と
も
に
紀
美
野

中
学
校
の
新
し
い
歴
史
を
築
き
、
未
来
に

羽
ば
た
く
学
校
を
目
指
し
て
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

紀
美
野
中
学
校　

校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
多　

智
英

美里中学校美里中学校
閉校の集い餅投げ閉校の集い餅投げ

野上中学校
生徒会企画『67 年の歴史』

美里中学校　校舎

校旗授与

喜多　校長先生

校章

野上中学校　校舎

ありがとう。美里中学校、野上中学校。

美里中学校
生徒代表の言葉

ソプラノ歌手
による校歌披露

紀美野中学校
生徒代表の言葉
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（　
）
内
は
旧
職
で
す
。

【
課
長
級
】

参
事
（
総
務
課
長
事
務
取
扱
）

　
曲
里　
充
司
（
総
務
課
長
）

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
湯
上　
増
巳
（
紀
美
野
町
社
会
福
祉
協
議

会
）

【
課
長
補
佐
級
】

税
務
課
長
補
佐

　
竹
本　
芳
樹
（
水
道
課
長
補
佐
）

保
健
福
祉
課
長
補
佐

　
新
家　
直
樹
（
税
務
課
長
補
佐
）

水
道
課
長
補
佐

　
田
渕　
晋
也
（
保
健
福
祉
課
長
補
佐
）

総
務
課
長
補
佐

　
加
納　
智
子
（
総
務
課
主
任
）

子
育
て
推
進
課
長
補
佐

　
尾
﨑　
久
味
子
（
産
業
課
主
任
）

住
民
室
長

　
長
尾　
英
樹（
住
民
室
長
補
佐
室
長
心
得
）

【
主
任
級
】

保
健
福
祉
課
調
整
員

　
下
東　
眞
理
（
保
健
福
祉
課
主
幹
）

産
業
課
主
任

　
坂
本　
由
紀
（
住
民
課
主
任
）

建
設
課
主
任

　
名
倉　
慎
二
（
水
道
課
主
任
）

【
係
長
級
】

住
民
課
係
長

　
小
田　
雅
美
（
企
画
管
財
課
係
長
）

建
設
課
係
長

　
中
谷　
成
希
（
住
民
課
係
長
）

産
業
課
係
長

　
中
谷　
雅
文
（
ま
ち
づ
く
り
課
係
長
）

総
務
課
係
長

　
裏　
章
吾
（
和
歌
山
県
市
町
村
課
）

総
務
課
係
長

　
大
谷　
亮
介
（
子
育
て
推
進
課
係
長
）

き
み
の
こ
ど
も
園
係
長

　
南　
英
里
香
（
こ
う
の
こ
ど
も
園
係
長
）

こ
う
の
こ
ど
も
園
係
長

　
森
本　
朱
香
（
き
み
の
こ
ど
も
園
係
長
）

【
主
査
級
】

住
民
課
主
査

　
阿
藤　
央
（
教
育
委
員
会
（
出
向
）
教
育

課
主
査
）

【
主
事
級
】

会
計
課
主
事

　
北
條　
奈
緒
（
税
務
課
主
事
）

企
画
管
財
課
主
事

　
北　
柚
稀
（
会
計
課
主
事
）

ま
ち
づ
く
り
課
主
事

　
佐
竹　
真
由
（
総
務
課
主
事
）

水
道
課
主
事

　
中
尾　
拓
真
（
総
務
課
主
事
）

教
育
委
員
会
（
出
向
）
教
育
課
主
事

　
吉
村　
晃
生
（
保
健
福
祉
課
主
事
）

総
務
課
主
事

　
晒
尾　
拓
実
（
子
育
て
推
進
課
主
事
）

保
健
福
祉
課
主
事

　
南
方　
聖
那
（
教
育
委
員
会
（
出
向
）
教

育
課
主
事
）

【
派　
遣
】

紀
美
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
太
田　
具
文（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

和
歌
山
県
市
町
村
課

　
永
井　
友
規
（
産
業
課
主
査
）

【
退　
職
】

子
育
て
推
進
課
長
補
佐
（
保
健
師
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
林　
千
珠

建
設
課
主
任　
　
　
　
　
　
浦
中　
智
史

建
設
課
係
長　
　
　
　
　
　
岩
﨑　
早
絵

水
道
課
主
査　
　
　
　
　
　
古
谷　
緑

き
み
の
こ
ど
も
園
調
理
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下　
久
美
子

【
消
防
署
ま
た
は
消
防
本
部
】

消
防
長
兼
消
防
署
長（
警
防
課
長
事
務
取
扱
）

　

井
川　

豊
一
（
消
防
本
部
次
長
兼
消
防
署

長
）

次
長
（
庶
務
課
長
・
予
防
課
長
事
務
取
扱
）

　

奥　

智
明
（
庶
務
課
長
）

副
署
長
兼
警
防
第
１
課
長

　

前
部
屋　

裕
康
（
警
防
課
長
補
佐
兼
警
防

第
２
課
長
補
佐
）

町
職
員
の
人
事
異
動

庶
務
課
長
補
佐
兼
警
防
第
１
課
長
補
佐

　

丸
尾　

浩
司
（
警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第

３
課
長
補
佐
）

警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第
２
課
長
補
佐

　

中
家　

拓
哉
（
予
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第

１
課
長
補
佐
）

予
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第
３
課
長
補
佐

　

中
前　

友
和
（
警
防
課
企
画
員
）

予
防
課
主
査
兼
警
防
第
１
課
主
査

　

吉
田　

剛
（
警
防
課
主
査
兼
警
防
第
３
課

主
査
）

庶
務
課
主
査
兼
警
防
第
２
課
主
査

　

山
下　

晃
司
（
警
防
課
主
査
兼
警
防
第
１

課
主
査
）

警
防
課
主
査

　

井
本　

宏
史
（
警
防
課
副
主
査
）

警
防
課
主
査
兼
警
防
第
１
課
主
査

　

小
西　

侑
祐
（
警
防
課
主
査
兼
警
防
第
２

課
主
査
）

庶
務
課
主
査
兼
警
防
第
３
課
主
査

　

角
谷　

和
紀
（
庶
務
課
主
査
兼
警
防
第
１

課
主
査
）

警
防
課
主
事

　

葛
葉　

大
海
（
庶
務
課
副
主
査
兼
警
防
第

１
課
副
主
査
）

予
防
課
主
事
兼
警
防
第
１
課
主
事

　

井
本　

蒼
帆
（
庶
務
課
員
兼
警
防
第
２
課

員
）
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・

コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ

し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま

す
。日

本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方

に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。未

納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収

の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ

れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合
は
、
延

滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義

務
の
あ
る
方
※
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
等
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
の
国
民
年

金
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
納
付
義
務
の
あ
る
方
と
は
、
被
保
険
者
本

人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配

偶
者
及
び
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

問　

住
民
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
じ
で
す
か
？
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」

と
は
、多
く
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
た
め
に
、

副
作
用
を
起
こ
し
た
り
、
き
ち
ん
と
薬
が
飲

め
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
で

す
。
単
に
服
用
す
る
薬
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
齢
な
ど
に
よ
り
内
臓
の
働
き
が
弱
く

な
っ
て
く
る
と
、
薬
の
分
解
や
、
体
外
へ
の

排
出
に
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
薬
同
士
が
影
響
し
合
い
、
効
き
す
ぎ

た
り
、
効
か
な
か
っ
た
り
、
副
作
用
が
出
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
た
だ
薬
の
量
を
減
ら
せ
ば
い
い
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
や
薬
剤
師
な

ど
の
専
門
家
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
お
薬
手
帳
は
１
冊
に
ま
と
め
、
受

診
さ
れ
る
時
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
、
積
極
的

に
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問　

住
民
課

　
　
℡ 
４
８
９
‐
５
９
０
３

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
薬
を
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

子
育
て
推
進
課
主
事　

戸
髙　

春
奈

消
防
士　
　
　
　
　
　

山
本　

海

消
防
士　
　
　
　
　
　

浮
野　

滉
大

消
防
士　
　
　
　
　
　

小
久
保　

楽

消
防
士　
　
　
　
　
　

中
村　

剣
己

消
防
士　
　
　
　
　
　

愛
須　

敬
太

新
規
採
用
職
員
の
ご
紹
介

新規採用職員　左から
後列　愛須　小久保　山本
前列　戸髙　中村　　浮野

　
　
和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
　
℡ 

４
４
７
‐
１
６
６
０

警
防
課
主
事
兼
警
防
第
３
課
主
事

　

前
久
保　

雄
貴
（
庶
務
課
副
主
査
兼
警
防

第
３
課
副
主
査
）

庶
務
課
主
事
兼
警
防
第
１
課
主
事

　

田
村　

友
汰
（
庶
務
課
副
主
査
兼
警
防
第

３
課
副
主
査
）

庶
務
課
主
事
兼
警
防
第
２
課
主
事

　

河
本　

陸（
庶
務
課
員
兼
警
防
第
１
課
員
）

警
防
第
３
課
主
事

　

舟
底　

研
斗
（
予
防
課
副
主
査
兼
警
防
第

２
課
副
主
査
）

ホームページ
有料広告

申込フォーム

広報きみの
有料広告

申込フォーム

詳細は町ホームページを
ご確認ください

掲載開始希望月の2月前の
20日までにお申し込みください。



2025.57

農
山
村
地
域
で
の
起
業
等
を
通
し
て
豊
か

な
暮
ら
し
を
め
ざ
す
若
者
を
応
援
す
る
「
き

み
の
地
域
づ
く
り
学
校
」
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
座
学
編
第
2
回
で
は
「
食
産

業
の
新
た
な
可
能
性
と
起
業
」
を
テ
ー
マ
に

町
内
で
も
出
店
が
増
え
て
い
る
飲
食
店
の
創

業
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
す
。

■
日
程　
６
月
28
日
（
土
）

■
場
所　
紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
義
内
容

①
（
株
）
辻
調
理
教
育
研
究
所　
尾
藤
氏

　
「
農
・
食
・
観
光
業
の
変
容
、
グ
リ
ー
ン

産
業
化
の
兆
候
を
捉
え
る
」

②
（
公
財
）
わ
か
や
ま
産
業
振
興
財
団　
岡

氏
「【
ジ
ブ
ン
の
強
み
×
地
域
の
資
源
】

で
起
業
す
る
」

③
焙
煎
体
験
カ
フ
ェ
き
た
の　
尾
上
氏

　
「
紀
美
野
町
移
住
・
創
業
物
語
」

■
受
講
料　
1
講
義
2
，５
０
０
円

　
1
回
（
3
講
義
）
6
，０
０
０
円

■
申
込
方
法　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　
６
月
12
日
（
木
）

問　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

町
内
で
定
住
し
奨
学
金
を
返
還
し
な
が
ら

働
く
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

奨
学
金
返
還
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
大
学
等
を
卒
業
し
、
町
内
に
居
住
し
住
所

が
あ
る
方
の
う
ち
、
令
和
８
年
３
月
31
日

時
点
で
30
歳
未
満
の
方

※
認
定
を
受
け
た
方
で
、
退
職
・
転
出
さ
れ

た
場
合
は
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
昨
年
度
交
付
を
受
け
た
方
で
今
年
度
の
交

付
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
も
、
申
請
が
必

要
で
す
。

■
助
成
金
額

・
町
内
で
就
業
又
は
起
業
し
て
い
る
場
合

　
上
限
24
万
円
（
補
助
率
10
／
10
）

・
町
外
で
就
業
又
は
起
業
し
て
い
る
場
合

　
上
限
12
万
円
（
補
助
率
１
／
２
）

■
認
定
申
請
期
間　

令
和
８
年
１
月
13
日

（
火
）
ま
で

■
交
付
申
請

　
認
定
申
請
の
後
、
交
付
申
請
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

こ
の
事
業
は
、
空
き
家
を
町
が
10
年
間
無

償
で
借
り
上
げ
、
台
所
・
浴
室
・
ト
イ
レ
等

水
回
り
を
中
心
に
改
修
し
「
移
住
者
が
す
ぐ

に
住
め
る
家
」
に
整
備
す
る
事
業
で
す
。

こ
の
度
、
動
木
に
第
1
号
が
完
成
し
、
町

外
か
ら
紀
美
野
町
へ
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方

を
募
集
し
ま
す
！

興
味
の
あ
る
移
住
希
望
の
方
は
５
月
30
日

(

金)

ま
で
に
、
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

〇
物
件
情
報　
家
賃
：
月
額
２
万
７
千
円

　
保
証
金
：
５
万
４
千
円

　
構
造
：
木
造
瓦
葺
平
屋
建

　
面
積
：
７
８
．
５
２
㎡

※
空
き
家
の
登
録
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
こ
の
事
業
に
活
用
で
き
る

空
き
家
に
は
要
件
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

問　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

【
対
象
】

・
申
請
者
が
50
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
５
年
以
上
継
続
し
て
居
住
す
る
こ
と

・
各
種
税
金
の
未
納
が
な
い
こ
と

・
玄
関
、
居
室
、
便
所
、
風
呂
及
び
台
所
を

備
え
た
居
住
用
の
部
分
の
面
積
が
50
㎡
以

上
あ
る
こ
と

【
要
件
】

・
住
宅
の
新
築

・
住
宅
の
購
入
、
増
改
築
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム

・
住
宅
建
築
用
の
土
地
の
購
入

　
（
土
地
の
購
入
の
み
の
場
合
は
補
助
不
可
）

【
補
助
金
額
】

住
宅　

５
万
～
60
万
円

土
地　

最
大
50
万
円　

※
各
種
要
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
必
要
書
類
の
説
明
や
要
件
の
確
認
を
お
こ

な
う
た
め
、
申
請
を
ご
希
望
の
場
合
は
必

ず
事
前
に
企
画
管
財
課
ま
で
ご
相
談
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問　

企
画
管
財
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
３

き
み
の
地
域
づ
く
り
学
校
座
学
編

第
2
回
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

令
和
７
年
度
奨
学
金
返
還
助
成
事

業
認
定
申
請
受
付
開
始
！

移
住
定
住
推
進
空
き
家
活
用
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
！

令
和
７
年
度
定
住
促
進
補
助
金
制

度
に
つ
い
て

紀美野町HP

紀美野町HP

紀美野町HP

紀美野町HP



2025.5 8

お
近
く
の
金
融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
で
納
期
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
に
印
字
さ
れ
て
い
る
eL
‐
QR

を
利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
も
納
付
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
後
住
警
器
と
い

う
）
は
、
平
成
18
年
に
新
築
住
宅
を
対
象
に

設
置
の
義
務
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
住

警
器
の
寿
命
は
10
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
経

年
劣
化
に
よ
る
電
池
切
れ
や
故
障
が
発
生
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
定
期
的
に
点

検
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
で
発
生
し
た
火
災
が
原
因
に
よ
る
死

者
数
、焼
損
床
面
積
及
び
損
害
額
を
見
る
と
、

住
警
器
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
設
置
し

て
い
な
い
場
合
に
比
べ
、
死
者
数
と
焼
損
面

積
は
半
減
、
損
害
額
は
約
４
割
減
少
し
て
お

り
、
住
警
器
を
設
置
す
る
こ
と
で
火
災
発
生

時
の
死
亡
リ
ス
ク
や
損
失
の
リ
ス
ク
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

紀
美
野
町
消
防
本
部

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
１
４
６

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、
夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
海
外
で
の
体
験
を

通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

す
。

■
内　
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校
体
験
・

英
語
研
修
・
文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
野

外
活
動
な
ど

■
研
修
先　
イ
ギ
リ
ス・オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・

カ
ナ
ダ
・
ハ
ワ
イ
・
サ
イ
パ
ン

■
日　
程　
７
月
26
日
（
土
）
～
８
月
14
日

（
木
）
７
～
17
日
間

＊
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

■
対　
象　
小
３
～
高
３
の
方
ま
で

＊
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
。

■
説
明
会　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施

■
参
加
費　
30
万
円
～
80
万
円
（
旅
費
、
研

修
費
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
費
、
事
前
研
修
会

費
、
交
流
費
、
海
外
旅
行
保
険
含
む
）

■
締　
切　
６
月
５
日
（
木
）

問　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
℡ 

０
３
‐
６
８
２
５
‐
３
１
３
０

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方
が
使
用
す
る
自
動
車
は
、
名
義
や

障
害
の
程
度
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
（
環
境
性
能

割
・
種
別
割
）
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問　

県
税
事
務
所　
℡
４
４
１
‐
３
４
０
９

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
が

使
用
す
る
車
両
や
、
福
祉
施
設
な
ど
が
送
迎

用
に
使
用
す
る
車
両
な
ど
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
手
続
き
が
ま
だ
お
済
で
な
い
方
は
、

５
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
必
ず
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
既
に
自
動
車
税
（
種

別
割
）に
お
い
て
減
免
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

自
動
車
税
（
環
境
性
能
割
・
種
別
割
）
減
免

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限

は
６
月
２
日
（
月
曜
日
）
で
す

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免

の
手
続
き

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
夏
休
み

海
外
研
修
交
流
事
業　
参
加
者
募
集

問　

税
務
課 

℡
４
８
９
‐
５
９
０
５

　
　
住
民
室 

℡
４
９
５
‐
３
４
６
３

有料広告

紀美野町HP 紀美野町HP
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５
月
31
日
は
、
世
界
保
健
機
関
に
よ
り
定

め
ら
れ
た「
世
界
禁
煙
デ
ー
」で
す
。
ま
た
、

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
５
月
31
日
か
ら
６
月

６
日
を
「
禁
煙
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
に
は
、
多
く
の
化
学
物
質
と
発
が

ん
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
肺
が
ん
に

限
ら
ず
多
く
の
が
ん
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
喫
煙
は
認
知
症
や
脳
卒
中
、
骨
折
な

ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
、
こ
れ
ら
に
よ
り
要
介

護
の
状
態
に
な
り
や
す
い
こ
と
も
分
か
っ
て

い
ま
す
。

喫
煙
は
喫
煙
者
本
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
受

動
喫
煙
に
よ
っ
て
非
喫
煙
者
の
健
康
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

禁
煙
す
る
と
顔
色
や
胃
の
調
子
が
良
く
な

る
、
味
覚
や
嗅
覚
が
改
善
す
る
な
ど
、
禁
煙

数
日
後
か
ら
実
感
で
き
る
効
果
が
色
々
あ

り
、
病
気
に
な
る
リ
ス
ク
が
ど
ん
ど
ん
下

が
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
た
め
、
周
り
の
人

の
た
め
に
禁
煙
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
禁
煙
外
来
の
あ

る
病
院
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　
時　
毎
週
水
曜
日　
９
時
～
11
時

　
　
　
　
　
５
月　
７
・
14
・
21
・
28
日

■
対
象
者　
町
民

■
内　
容　
健
康
に
関
す
る
こ
と
や
、
食
事

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。血
圧
測
定
、

尿
検
査
、骨
密
度
測
定
、イ
ン
ボ
デ
ィ
（
体

成
分
）
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
や

授
乳
の
相
談
も
可
能
で
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
管
理

フ
ァ
イ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
の
お
し
ら
せ

禁
煙
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

保
健
福
祉
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
時
間
外
の
緊
急
時
（
役
場
代
表
）

　
℡ 

４
８
９
‐
２
４
３
０

紀
美
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

安
心
！　
み
ん
な
の
総
合
相
談
窓
口

　

健
康
・
障
害
・
福
祉
・
介
護
な
ど
様
々

な
支
援
を
行
う
相
談
機
関
で
す
。

生
涯
健
康
な
歯
を
維
持
す
る
た
め
に
定
期

的
な
健
診
で
歯
周
病
や
虫
歯
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。
乳
歯
や
生
え
始
め
の
歯
に
フ
ッ
素

を
塗
布
す
る
と
虫
歯
の
予
防
効
果
が
あ
り
ま

す
。
左
記
の
日
程
で
集
団
健
診
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】　
６
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
10
時
受
付

【
場
所
】　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

【
対
象
者
】

歯
科
健
診　
町
民
の
方

フ
ッ
素
塗
布　
概
ね
２
歳
～
小
学
６
年
生
ま

で
の
フ
ッ
素
洗
口
を
受
け
て
い
な
い
お
子
様

【
申
し
込
み
期
限
】
５
月
23
日
（
金
）

【
申
し
込
み
方
法
】

①
子
育
て
推
進
課
に
電
話

②
各
こ
ど
も
園
・
子
育
て
推
進
課
に
て

　
申
込
書
記
入

③
二
次
元
コ
ー
ド

【
そ
の
他
】

申
込
者
に
は
受
診
票
等
を
送
付
し
ま
す
。

混
雑
を
避
け
る
た
め
受
付
時
間
を
ず
ら
し

て
ご
案
内
し
ま
す
。

問　
子
育
て
推
進
課

　
　
℡ 

４
８
９ 

‐ 

９
９
６
６

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
中
学
生
以
上
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
利
用
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

た
だ
し
中
学
生
は
18
歳
以
上
の
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。（
責
任
を
も
っ
て
監
督

し
て
い
た
だ
け
る
方
。）

■
場
所
：
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
利
用
料
金
：
町
内
在
住
者
、
町
内
勤
務

者
、
町
内
学
校
に
通
学
し
て
い
る
方　

無
料

　
町
外
の
方　
１
人
１
回
に
つ
き
３
１
０
円

　
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
方
も
初
回
登
録
時
の

み
１
１
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
利
用
可
能
日
：
水
～
日
曜
日
（
月
・
火
・

祝
日
・
年
末
年
始
は
休
室
し
て
お
り
ま

す
。）

■
利
用
時
間
：
13
時
～
21
時

※
20
時
ま
で
に
入
室
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
：
利
用
時
間
中
に
本
人
確
認
書

類
を
お
持
ち
の
上
、
直
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問　

保
健
福
祉
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
が
中
学
生
も
利
用
可
能

に
な
り
ま
し
た

歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布

保
健
福
祉
だ
よ
り

子
育
て
支
援
だ
よ
り

紀美野町HP

申込フォーム

紀美野町HP



2025.5 10

■教育委員会　教育課生涯学習係：℡ 489 - 5915　青少年センター：℡ 489 - 5909　　■文化センター：℡ 495 - 9055
■中央公民館：℡ 489 - 2877　　■小川地区公民館：℡ 489 - 4511　　■志賀野地区公民館：℡ 489 - 5145
■自然体験世代交流センター：℡ 495 - 3127　　■みさと天文台：℡ 498 - 0305　　■スポーツ公園管理棟：℡ 489 - 5368

ふれあいネット生涯学習情報

歯
・
口
の
健
康
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る

と
と
も
に
、
む
し
歯
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
励
行

す
る
一
環
と
し
て
、
口
腔
全
体
の
健
康
に
関
す
る
図

画
・
ポ
ス
タ
ー
・
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・
中
学
校

の
園
児
児
童
生
徒
作
品
を
展
示
す
る
他
、
無
料
歯
科
検

診
や
フ
ッ
素
塗
布
等
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

■
場
所

　
海
南
市
海
南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
日
時

　
令
和
７
年
６
月
７
日
（
土
）
９
時
～
16
時

　
令
和
７
年
６
月
８
日
（
日
）
９
時
～
15
時

内　
　
容
：
２
種
類
の
苔
玉
を
作
り
ま
す
。

日　
　
時
：
①
６
月
16
日
（
月
）
13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　
　
②
６
月
21
日
（
土
）
19
時
30
分
～
21
時

　
　
　
　
　
※
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
で
す
。

場　
　
所
：
小
川
地
区
公
民
館

対　
　
象
：
大
人

定　
　
員
：
①
②
合
わ
せ
て
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費
：
２
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
で
も
返
金
し
ま
せ

　
　
　
　
　
　
ん
。
材
料
を
お
渡
し
し
ま
す
。

持　
　
物
：
持
ち
帰
り
用
の
入
れ
物
ま
た
は
袋

服　
　
装
：
汚
れ
て
も
大
丈
夫
な
服
も
し
く
は

　
　
　
　
　
エ
プ
ロ
ン
持
参

申
込
期
間
：
５
月
７
日
（
水
）
か
ら

　
　
　
　
　

５
月
31
日
（
土
）
17
時
ま
で

　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

講　
　
師
：
花
屋 

か
し
を　
樫
尾
啓
太　
氏　

申
込
先
：
小
川
地
区
公
民
館
℡
４
８
９
‐
４
５
１
１

　
　
　
　
　
（
火
曜
日
を
除
く
13
時
～
17
時
）

小
川
地
区
公
民
館
企
画

苔
玉
を
つ
く
ろ
う

紀
美
野
町
合
併
20
周
年
記
念

紀
美
野
町
文
化
協
会
展　
開
催

令
和
７
年
度
歯・
口
の
健
康
に
関
す
る
図

画・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
な
ら
び
に
歯・

口
の
健
康
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

６
月
29
日
に
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
日
曜
日

の
ひ
と
時
、
展
示
や
芸
能
と
お
茶
席
で
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
す
ご
し
ま
せ
ん
か
？

■
展
示　
９
時
～
16
時

　
き
み
の
幸
工
房
陶
芸
倶
楽
部
・

　
洋
画
ク
ラ
ブ
・
紀
美
野
写
真
ク
ラ
ブ

■
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ　
13
時
～

　
大
正
琴
ク
ラ
ブ
き
み
の
・
野
上
吟
詩
会

■
茶　
席
（
お
茶
代
１
０
０
円
）

　
10
時
～
15
時　
宗
純
会
（
和
菓
子
が
な
く
な
り
次
第

終
了
）

■
陶
芸
体
験
コ
ー
ナ
ー
参
加
者
募
集

　
き
み
の
幸
工
房
陶
芸
倶
楽
部

　
　
対
象
者　
小
学
生
以
上

　
　
定
員　
①
10
時
～
11
時　
12
人

　
　
　
　
　
②
14
時
～
15
時　
12
人

　
　
参
加
費　
無
料

　
　
服
装　
汚
れ
て
も
大
丈
夫
な
服
、
も
し
く
は
エ
プ

　
　
　
　
　
ロ
ン
持
参

　
　
応
募
開
始　
５
月
７
日
９
時
～
（
先
着
順
）

　
　
応
募
先　
中
央
公
民
館
（
火　
定
休
日
）

　
　
　
　
　
　
℡ 

４
８
９
‐
２
８
７
７

※
作
ら
れ
た
作
品
は
工
房
で
焼
き
あ
げ
た
後
８
月
６
日

（
水
）
以
降
に
中
央
公
民
館
で
お
渡
し
し
ま
す
。
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令和７年３月27日にスポーツ公園で、施工者の健康と安全、また、スムーズな工事の進行を祈願して、安
全祈願祭が執り行われました。

スポーツ公園は、体育館の雨漏りなど、著しい老朽化と人工芝グラウンドの人工芝等が耐用年数を迎える
ことからリニューアル工事を行い、令和９年度の完成を目指しています。

この大般若経は、古くは奈良時代、新しいものでも室町時代までの間に制作されたもので、全て写本から
なり、全600帖が完存する県内最古のものです。小川八幡神社では、これらを正平18年（1363）頃から約60年
後の応永29年（1422）頃までに収集したとみられ、以降、今日に至るまで1帖も欠けることなく守り継がれ、
毎年７月に転読が行われてきました。

近年行われた県立博物館と東京大学合同による詳細な調査の結果、各帖の制作年代が奈良時代105帖、平安
時代375帖、鎌倉時代から室町時代120帖であることが判明しました。県内各地に数多く伝わる大般若経の中で、
これほど古い時代の経巻を多数含む事例はなく、奈良時代制作の巻には国家の事業ではない、紀伊国におけ
る民間の発願による写経が複数あります。平安時代以降に制作された巻には、高野山や根来寺、廣八幡宮といっ
た近隣の寺社だけではなく、現在の長野県や埼玉県といった遠方の国々で制作・修理された経巻も含まれて
います。

このように小川八幡神社の大般若経は、中世以来、紀伊国の一地方である小川地区で散逸することなく現
代まで継承されたもので、地域の人々の結束と信仰の営みを示す資料として高い価値を有しています。

以上の理由から令和７年３月18日付けで県指定文化財（書跡・典籍）に指定されました。この大般若経600
帖は現在、県立博物館において大切に保管されています。今年も転読は７月26日土曜日に予定されています。

※大般若経：大般若波羅蜜多経、略して大般若経は、鎮護国家の経典として奈良時代から尊ばれ、災いを
除き、福を招く功徳があるとして、貴族から民衆にいたるまで篤い信仰を集めた経典です。

※転読：一つの経典をすべて通読する真読に対して、主要な部分を拾い読みすることをいいます。
※写経：お経を書き写すこと。写経はもともと学僧が経典を学び、複製して全国に広めていく行為でした。

紀美野町スポーツ公園リニューアル事業の
安全祈願祭が行われました！

「小川八幡神社の大般若経600帖」が
和歌山県指定文化財（書跡・典籍）に指定されました！
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■
新
刊
情
報

【
中
央
公
民
館
】

「
星
の
教
室
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
郁　
著

「
ロ
ス
ト
７
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
山
仁　
著

「
つ
か
め
！
理
科
ダ
マ
ン
１・
２・
３・
４・５・
６・７・
８
」

児
童
書

【
小
川
地
区
公
民
館
】

「
私
の
身
体
を
生
き
る
」　　
　
　
　
　
　
文
藝
春
秋　
発
行

「
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
に
染
ま
る
こ
ろ
」　　
町
田
そ
の
こ　
著

「
も
の
の
けdiary

」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
書

「
ひ
み
つ
の
ラ
ー
メ
ン
や
さ
ん
」　　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

「
う
さ
お
と
か
め
き
ち
の
マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
」　　
児
童
書

【
志
賀
野
地
区
公
民
館
】

「
恋
と
か
愛
と
か
や
さ
し
さ
な
ら
」　　
　
　
一
穂
ミ
チ　
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
Ｃ
線
上
の
ア
リ
ア
」　　
　
　
　
　
　
　
　
湊
か
な
え　
著

「
花
咲
小
路
二
丁
目
中
通
り
の
ア
ン
パ
イ
ア
」小

路
幸
也　
著

「
わ
す
れ
て
い
い
か
ら
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

「
ク
ジ
ラ
が
し
ん
だ
ら
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

【
２
０
０
冊
】
城
戸
靖
真
（
小
川
小
学
校
）

【
６
０
０
冊
】
山
下
稜
平
（
２
歳
）

桜さ
く
ら
だ
い鯛

届
き
て
恋
の
胸
騒
ぎ　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

数
百
の
椅
子
の
軋き

し

み
て
卒
業
す　
　
　
　
　
　

浦
浩
平

鬼
は
外
怠な

ま

け
心
も
飛
ん
で
ゆ
け　
　
　
　
　

奥
田
吉
彦

三
冊
の
本
を
併へ

い
ど
く読
春は

る

一ひ
と
ひ日　
　
　
　
　
　
　

山
本
隆
之

卒
業
や
消
え
る
校
名
誇
り
と
し　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

雪ゆ
き
が
こ
い囲
解
き
て
分
校
動
き
出
す　
　
　
　
　
　

前　

廣

臘ろ
う

梅ば
い

の
咲
く
朝
夫つ

ま

は
旅
立
て
り

　

浄
土
に
届
け
こ
の
香
り
ま
で　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

咲
き
誇
る
白は

く

木も
く

蓮れ
ん

は
大
木
に

　

孫
の
小し

ょ

卒そ
つ

記
念
樹
な
り　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

白し
ら

玉た
ま

の
こ
ぶ
し
の
花
咲
く
庭
の
辺
に

　

語
ら
う
友
と
心
溶
け
ゆ
く　
　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

う　

た　

の　

小　

道

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ　
図
書
室
だ
よ
り

ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
た
よ

い
っ
ぱ
い
読
ん
だ
よ

３
月
21
日
、
４
年
生
が
和
歌
山
大
学
連
携
事
業
と
し
て
、

豊
田
教
授
に
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
出
前
授
業
を
実
施
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

こ
ど
も
た
ち
は
飲
み
込
み
が
早
く
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
っ
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ド
ロ
ー
ン
に
命
令
し
た
り
、
操
作
し
た

り
し
な
が
ら
、上
手
に
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

最
新
技
術
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
、
近
い
未
来
の
生
活
に

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

産
卵
期
を
迎
え
て
桜
色
の
婚
姻
色
に
染
ま
っ
た
桜

鯛
が
届
き
ま
し
た
。
さ
て
、
ど
ん
な
料
理
を
し
た
も

の
か
胸
が
ど
き
ど
き
し
て
き
ま
し
た
。
桜
鯛
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
「
恋
の
」
と
修
辞
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。



5月

3月の人口の動き（令和７年3月１日～ 31日）　転入18人　転出48人　出生1人　死亡15人

総人口　7,637人（−44）［男 3,546人（−30）女 4,091人（−14）］
世帯数 3,937世帯（−9）　　紀美野町面積　128.34㎢

2025.513

行事名 日　時 開催場所 問合せ先（０７３）

移動町長室 20日（火） 美里支所 住民室
総務課

495 - 3471
489 - 5912

行政相談 15日（木）
13時～ 15時

中央公民館
美里支所

総務課
住民室

489 - 5912
495 - 3471

障害者巡回相談 21日（水）
10時～ 11時30分 総合福祉センター 療育センターAOI

障害者相談支援事業所らん
483 - 0454
488 - 6314

こども園開放

14日（水）・28日（水）
10時～ 11時 きみのこども園 きみのこども園 489 - 2144

７日（水）・14日（水）・21日（水）
28日（水）　10時～ 11時 こうのこども園 こうのこども園 495 - 2049

コアラ教室
（生後1年6か月～入園まで）

13日（火）・28日（水）
９時30分～ 11時30分

子育て支援センター

子育て支援センター

※育児相談は、希望さ
れる方法（来所・電
話・訪問）にてお受
けしています。

※一時預かり保育利用
には、事前登録が必
要です。

489 - 6700

カンガルー教室
（生後3か月～ 1年6か月まで）

23日（金）
９時30分～ 11時

「野いちごの会」による
絵本の読み聞かせ ８日（木）10時30分～

クッキング教室 20日（火）10時～ 12時

育児相談 随　時

一時預かり保育 毎週月曜日・木曜日
９時30分～ 15時30分

犬・猫の飼い方講習会 10日（土）・19日（月）・25日（日）
11時～ 12時 動物愛護センター 動物愛護センター 489 - 6500

クリニック
（健康診断書発行）

12日（月）・26日（月）
９時30分～ 10時15分（受付）

海南保健所 海南保健所 482 - 0600

性感染症検査・
肝炎ウイルス検査
検便（腸内細菌検査）

こころの健康相談 14日（水）13時30分～
26日（月）14時～

骨髄バンクドナー登録検査 12日（月）・26日（月）
10時30分～ 11時30分

医療安全相談 月曜日～金曜日（祝日除く）

居場所　きみのスマイル ２日（金）・16日（金）
10時～ 15時

ゲストハウス
「のぞみ」

子育て推進課
（こども家庭支援センター）

080 - 8900 -
5910

紀美野町の人口
【令和7年3月末現在】

（　）内は前月比

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制 ：問い合わせ先までご予約ください。行事・相談のおしらせ

人事院HP

「2025年度国家公務員採用
一般職試験（高卒者試験）」

問　人事院近畿事務局　試験第二係
　　℡ ０６‐４７９６‐２１９１

■申込受付期間
　６月13日（金）～ 25日（水）　
　インターネット申込
■第１次試験日　９月７日（日）
■試験地　大阪市ほか
■受験資格等の詳細は、人事院ホームページ「国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩへ
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広
報
き
み
の
　
第
2
3
3
号

有料広告

システム更改作業のため、下記の日程でマイナンバーカードを使用したコンビニ交付サービス及び、かんた
ん窓口証明書交付サービスが利用できません。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

■停止日　５月21日（水）　終日

コンビニ交付サービス・かんたん窓口
証明書交付サービス一時停止のお知らせ

紀美野町HP

問　住民課
　　℡ ４８９‐５９２０

野
の

口
ぐち

 綺
き

望
の

 ちゃん
令和５年５月生

「これから楽しい思い出
いっぱい作ろうね♥」

お子さんの成長を掲載しませんか？
広報きみのに掲載するお子さんの写真を募集しています。
対象は広報誌の発行月に誕生日を迎える町内の満１～３歳

のお子さんで、毎月、10日までのお申し込みで翌月号への掲
載が可能です。
例）６月生まれの場合、５月10日までにお申し込みください。

詳しくはホームページをご覧ください。

問　総務課
　　℡ ４８９‐５９１２

紀美野町HP 申込フォーム

2歳

5月


